
2016World Kenpo Competition

2016世界拳法選手権大会
8月7日(日）浜松市可美総合センターにおいて180名の選手が熱戦を展開した。

日本勢は、事如く身長2ｍ　体重100ｋｇの外国勢に苦戦をしいられるなかで若干19歳の中嶋伊織選手が
神仏が付いているかの活躍でダウンを奪い2016世界チャンピオンとなった。

心を鎮め勝負をまつサムライ達！

男子一般乱取の部
優勝：中嶋伊織　準優勝：ヒューゴ・バロッソ(スペイン）　第三位：ジェームス・スミス（NZ)　カーザ・ザバラ（Spain)

16クラスのうち日本が12クラスで優勝！

思わぬ健闘をみせた。

外国選手優勝者

小学形：エマ選手(スペイン）小高学年乱取：サ

ンガ選手(ネパール） 演武：エマ＆アライン(ス



女子一般乱取の部
大いに健闘し上位入賞者は、大和撫子が独占！

女子一般形の部
優勝：加藤奈々　準優勝：安藤　仁　が優勝、準優勝を奪取！

礼節に厳しい居合道　濱田敏哉先生から見た拳法会

私が見た拳法会の特性（居合道七段 濱田敏哉）

先日の世界選手権に幸運にも招待を頂きました。

拳法会そのものには門外漢ですが、大橋先生が日

頃唱えておられる「武士道」に関連して次の３点特に

大きな感銘を受けました。

１、未だ幼子とも言うべき幼児達が激しい闘志を

持って戦う姿は、 他の武道でもあまり見ません。正

しい闘争心は幼児の時期に養うべきだと思いました。

負けて悔し涙を流していた（痛さに耐えていたのか

も）６歳の子がいました。

２、戦い終わった後、勝者と敗者が挨拶を交わすの

は、日本古来の武道においては通例ですが、主審

の後方で両者が互いに正座の礼をし肩を抱き合っ

て礼を尽くす拳法会の礼式は他にあまり例を見ませ

ん。「武道は礼に始まり礼に終わる」の典型です。

３、決然と判定し無駄のない試合進行を行う素晴ら

しい主審先生がが数人いました。瞬時の判定を必要

とする武道における主審はかくあるべきです。



参加することに意義がある！

しかし、参加するには、
　勇気と不屈の精神が必要です。

懇親会で国際交流！　世界が武道で平和に！

EU本部長 （社）障害者武道協会岩堀理事 オセアニア副本部長

楽しく国際交流　さぁ！世界へ！ 南アジア本部長 IKKO会長


